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紀要の発展を願って

平成 26年4月 1日付で教育部長を拝命いたしました。前教背部長であり、現看護学科長

の軸丸、清子教授とともに看護学科のさらなる躍進のために努力してまいりたいと存じます。

教育部長就任にあたりこれからの紀要の発展を願いまして一言述べさせていただきます。

前学科長の飯田)1民三教授が、大変なご苦労をされ、平成24年度より本学大学院看護学研

究科修士課程が設置の運びとなり 1期生を迎え入れることができました。それから 2年が

経ち、平成 26年 3月に初めての修了生を送り出すことができ尋叫河有修了生はそれぞれの

テーマで研究を遂行し、晴れて看護学修士号を苧にし、巣立っていったことは大変喜ばし

いことでございます。

ここで改めて私が感じますことは、せっかく研究を実施し、指導を受けてまとめあげた

論文を「修士論文」としてだけ完結させることは大変もったいないことであるということ

です。つまり一人でも多くの方々に自分の研究成果を発表することは、研究の本来の目的

である、「し1っかは患者さんや対象となる方々に役立つ機会」を進んで、つくることになりま

す。そのためにもっとも身近でありながら、学術雑誌としての指導を受けられる紀要はか

けがえのない存在でもあります。ページ数の多い修士論文としてまとめあげた中から、限

られたページ数でいかに重要な研究内容を再構成させるか、としづ課題も達成できます。

修了された院生の皆様ιおかれましでは、やれやれやっと終わったと思っておられる方、

学会誌に投稿する勇気がない方などきっといらっしゃると患います。自分がこれから広く

世間に発表する論文の記念すべき第一歩と位置づけ、まずは紀要に投稿されてはし、かがで

しょうか。

さらには、すでに研究者、教育者としての道を歩みだしておられる看護学科教員の皆様

におかれましては、ご自身の研究成果を身近に気負いなく発表する場としてご活用いただ

くのはし泊誌がでしょうか。それらの大きな役割を担わられている紀要編集委員長の横田薫

教授が、きめ細やか、かっ愛情のこもった査読で論文を育て上げてくださっています。こ

の機会を逃すのは大変もったいないように思います。

ぜひ、それぞれの方々が自分を成長させる礎として、奈良県立軍科大学医学部看護学科

紀要に論文投稿していただき、紀要の議々の発展にお力添えをお願いしたいと存じます。

平成26年 4月 1日

教育部長 石揮美保子
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